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論文審査の要旨 

 

日本では、高齢化の伸展に伴う救急医療の需要が加速度的に増すことが推定

され、その財源の確保についてしばしば問題となっている。申請者は、救急隊

員が実施する救急活動に焦点をあて、救急隊員が実施する蘇生行為に対する受

益者の費用負担額に関する意識調査を実施した。医療従事者を除く一般住民へ

のアンケート調査により、院外心肺停止と仮定した状況において、１．救急搬

送のみ、２．１に加えて胸骨圧迫を実施、３．２に加えて気管挿管による人工

呼吸を実施について、費用負担額を尋ね、救急隊員が実施する蘇生行為の費用

を推定した。 

回答者の過半数は、救急隊員が実施する蘇生処置に対する費用負担に賛意を

示し、救急搬送に加えて胸骨圧迫や気管挿管による人工呼吸の蘇生処置が実施

されるごとにその費用は高額となり、救急隊員が実施する蘇生処置に対して一

般住民が費用的価値を有していることが明らかとなった。既存の調査において、

具体的な医療行為及び処置に対する受益者負担額について検討した研究はなく、

救急車利用に対する費用の具体的な金額についての受益者の考え方を初めて示

した貴重な論文と考えられた。 

本研究は、救急搬送の増加に伴うコスト増に対する課題に対して、受益者の

負担を含めた検討の際の基礎的情報として活用されることが期待でき、有意義

な研究と評価され、博士（医学）の学位に値すると考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに公衆衛生学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。 
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